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ヴァイオリンの胴体は共鳴器としての機能がある。共鳴器内の気体の状態が演奏音の音色にど

のように影響を与えるのかということは，演奏者の観点からは興味ある事柄である。ヴァイオリ

ンの胴体を Helmholtz の共鳴器として考えると，空気共鳴の周波数 A0 は共鳴胴体の体積，f 字孔

の面積，気体の音速で近似的に表わすことができる。気体の音速を変えれば A0 の周波数は変化

することになるが CO2，He，Ar/Heについては報告例がある[1, 2]。今回は，音速の遅い HFC-134a

の胴体への注入による共鳴周波数および演奏音の音色の変化の測定結果について報告する。 

実験にはこれまで使用してきた 2 種類のヴァイオリン(Violin Aおよび Violin B)[3, 4]を用いた。

これらの楽器の駒の G弦側を正弦波で励振し，共鳴胴体が空気で満たされている状態と図 1のよ

うに HFC-134aを 60秒注入した状態の周波数応答を測定した。HFC-134aの音速は約 150 m/sであ

る[5]。図 2に，Violin Aのそれぞれの周波数応答を示す。Violin Aの空気共鳴の周波数 A0は 285Hz

であった。HFC-134a を注入した時の A0 は 237Hzであり，音速の低下による共鳴周波数 A0 の低

下が観測された。Violin Bについても共鳴周波数 A0の低下が観測された。また，擦弦した時の演

奏音についても HFC-134a 注入による周波数応答の変化が観測され，音色の変化も知覚できた。

これらの結果は，弦楽器の胴体内の気体の状態により音色を変化させることが可能なことを示唆

しており，音色の考察への手がかりとなるだろう。 
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図 2 Violin Aの胴体が空気で満たされて

いる状態（上）と胴体に HFC-134aを

注入した状態（下）の周波数応答 

           

図 1 ヴァイオリン胴体への HFC-134aガスの注入 
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